
令和6年度 第2回

「脱炭素×復興まちづくり
プラットフォーム」

総会
2025年2月12日



進行スケジュール

議題 ご登壇者様 時間

受付、名刺交換 ー 12:00～13:00[60min]

第1部

【現地＋オンライン】

プラットフォーム

参加者のみ

開会・座長ご挨拶 渡邊名誉教授 13:00～13:10[10min]

承認決議 環境省 新保様 13:10～13:15[5min]

復興庁からのご報告 復興庁 山岸企画官 13:15～13:25[10min]

環境省からのご挨拶 環境省 長田参事官 13:25～13:30[5min]

～休憩～ 13:30～13:45[15min]

第2部

【現地＋オンライン】

プラットフォーム参加

者+

一般参加者

基調講演 伊達重機 前司様 13:45～14:15[30min]

個別WGの進捗報告 各WGご担当者様 14:15～16:48[153min]

①脱炭素×観光による地域振興WG 合同会社オトナリ 松山様

②脱炭素物流検討WG 沖電気工業株式会社 村谷様（Web）

③帰還困難区域での脱炭素化事業検討WG 株式会社エックス都市研究所 山下様（Web）

～休憩～ 15:24～15:34[10min]

④ネイチャーポジティブによるコベネフィット検討WG 株式会社バイオーム 古賀様

⑤脱炭素×農業WG 三菱ケミカル株式会社 根本様

⑥脱炭素建築×復興まちづくりWG ニチハ株式会社 赤川様

⑦地域還元型電源開発WG 環境省 新保様

⑧脱炭素燃料WG 環境省 新保様

～レイアウト変更・座席移動～ 16:48～16:55[7min]

フリーディスカッション ー 16:55～17:55[60min]

閉会のご挨拶 環境省 長田参事官 17:55～18:00[5min]

下記のスケジュールに沿って進行させていただきます
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第1部 座席表
講壇

事

務
局

復興庁 発表者①発表者⑥ 発表者⑤復興庁 発表者③発表者④ 発表者②

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

事務局

前司氏

事務局事務局
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出

入
口

座長:渡邊明様司会

環境省 環境省座長1行

2行

3行

4行

5行

6行

7行

8行

9行

10行

①脱炭素×観光による地域振興WG

E列 L列G列 H列F列 J列I列 K列B列 C列 D列A列

➁脱炭素物流検討WG

③帰還困難区域での脱炭素化事業検討WG

④ネイチャーポジティブによるコベネフィット検討WG

⑤脱炭素×農業WG

⑥脱炭素建築×復興まちづくりWG

フリー席フリー席フリー席フリー席フリー席フリー席フリー席フリー席 フリー席 フリー席

フリー席フリー席フリー席フリー席フリー席フリー席フリー席フリー席 フリー席 フリー席



開会・座長ご挨拶
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承認決議
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プラットフォーム加入状況について

1

⚫ 2月7日時点の加入者は229者になります。

※掲載順は五十音順となっておりますので、ご了承ください。
※青字は、令和６年10月１日の総会以降に本プラットフォームへご加入された方々です。

産業界

1 (株)IHI

2 (株)アサノ大成基礎エンジニアリング

3 アジア航測(株)

4 (株)アトラックラボ

5 アポログループ(株)

6 飯舘バイオパートナーズ(株)

7 いすゞ自動車(株)

8 イオン東北(株)

9 石川恒産(株)

10 出光興産(株)

11 (株)ウッドコア

12 (株)ACDC

13 Ecoいち

14 (一社)えこえね南相馬研究機構

15 (株)えこでん

１６ (株)エコロミ

17 (株)エックス都市研究所

18 (株)エナジア

19 NTCインターナショナル(株)

20 LEシステム(株)

21 応用地質(株)

２２ (株)大川印刷

23 OKUMA DRONE(株)

24 (株)大林組

25 大林道路(株)

産業界

２６ (株)大和田測量設計

2７ (株)奥村組

2８ (合)オトナリ

2９ (株)学研ホールディングス

３０ 葛尾創生電力(株)

３１ カナデビア(株)

3２ 共栄(株)

３３ 京セラ(株)

3４ 協和木材(株)

３５ (株)クボタ

3６ (株)熊谷組

3７ KDDI総研

３８ 株式会社GENX

3９ (株)GENXリサイクル

４０ (株)建設新聞社

４１ （一社）高純度バイオディーゼル燃料事業者連合会

４２ 郡山観光運輸(株)

４３ 郡山観光交通(株)

4４ コスモ石油マーケティング(株)

４５ 佐川急便(株)

4６ (株)三和製作所

4７ JR東日本エネルギー開発(株)

4８ (株)JTB

4９ (株)ジオパワーシステム

５０ 自然電力(株)

産業界

５１ (株)島津製作所

5２ 新協地水(株)

５３ (株)神鋼環境ソリューション

5４ 新日本電工(株)

5５ (株)新福島産業創生プロデュース

5６ (一社)水素ドローン産業化推進協議会

5７ 須賀川瓦斯(株)

5８ SPACECOOL(株)

5９ (株)スマートアグリ・リレーションズ

６０ スマートソーラー(株)

６１ 住鉱エナジーマテリアル(株)

6２ 住友ゴム工業(株)

6３ 住友商事(株)

6４ (株)ZMP

6５ 全国農業協同組合連合会(JA全農)

6６ (株)先端力学シミュレーション研究所

6７ 全日本空輸(株)

6８ (株)相双スマートエコカンパニー

６９ 大成建設(株)

７０ 大東建託(株)

７１ 太平洋セメント(株)

7２ 大和ハウス工業(株)

7３ (株)高萩重機

7４ (株)伊達重機

7５ (株)ちーの



プラットフォーム加入状況について

2

産業界

76 中間貯蔵・環境安全事業(株)

77 (株)テレビユー福島

78 デロイトトーマツコンサルティング(合)

79 (株)電通総研

80 東京産業(株)

81 東京電力ホールディングス(株)

82 東芝エネルギーシステムズ(株)

83 東武トップツアーズ(株)

84 東北交易(株)

85 東北電力ソーラーｅチャージ(株)

86 東洋ライス(株)

87 DOWAエコシステム(株)

88 トヨタ車体(株)

89 (株)ドローン技術研究所

90 にいがた雪室ブランド事業協同組合

91 西尾レントオール(株)

92 西松建設(株)

93 ニチハ(株)

94 日揮(株)

95 日鉄エンジニアリング(株)

96 日本道路(株)

97 (一社)日本木質バイオマスエネルギー協会

98 日本エヌ・ユー・エス(株)

99 日本環境防災(株)

100 日本工営エナジーソリューションズ

産業界

101 日本工営(株) エネルギー事業統括本部

102 日本地下水開発(株)

103 (一財)日本品質保証機構

104 （一財）日本みち研究所

105 日本モビリティ(株)

106 (株)ネクシィーズ

107 NextDrive(株)

108 根本通商(株)

109 （合）Noah‘ｓ ark

110 NPOバーチャルライツ

111 (株)バイオーム

112 パシフィックコンサルタンツ(株)

113 (株)浜田

114 (株)日立製作所 東北支社

115 ひろのプログレス(合)

116 福島エコクリート(株)

117 (一社)福島県発明協会

118 福島交通(株)

119 福島交通観光(株)

120 福島テレビ(株)

121 NPO福島まちづくり戦略会議

122 (株)福島民報社

123 福島民友新聞(株)

124 (株)福良梱包

125 富士コンピュータ(株)

産業界

126 富士通Japan(株)

127 (株)ふたば

128 フタバ産業(株)

129 (株)双葉不動産

130 プリマックス(株)

131 フレスコ(株)

１３２ 前田建設工業(株)

１３３ (株)孫の手

13４ 三菱ケミカル(株)

13５ 三菱重工業(株)

13６ (株)南東北クボタ

13７ (株)ミライト・ワン

13８ モバイルソリューション(株)

１３９ 八島運送(株)

１４０ ヤマト運輸(株)

１４１ UNIVERGY(株)

１４２ (株)ヨークベニマル

143 横河レンタ・リース(株)

144 ヨシモトポール(株)

１４５ (株)ライクス

１４６ (株)ライスレジン

１４７ 楽天グループ(株)

148 (株)リクルート

149 (株)リコー

150 (株)リジェンワークス

※掲載順は五十音順となっておりますので、ご了承ください。
※青字は、令和６年10月１日の総会以降に本プラットフォームへご加入された方々です。

⚫ 2月7日時点の加入者は229者になります。



プラットフォーム加入状況について

3
※掲載順は五十音順となっておりますので、ご了承ください。
※青字は、令和６年10月１日の総会以降に本プラットフォームへご加入された方々です。
※市町村は市町村コード順に掲載しております。

行政・関係機関

160 田村市

161 南相馬市

162 広野町

163 楢葉町

164 富岡町

165 大熊町

166 双葉町

167 浪江町

168 飯舘村

169 福島県

170 経済産業省

１７1 資源エネルギー庁

１72 復興庁

１73 農林水産省

１74 国土交通省 気象庁

１75 福島相双復興官民合同チーム（官民合同チーム）

176 福島イノベーション・コースト構想推進機構

１7７ まちづくりなみえ

17８ ふたばプロジェクト

１７９ おおくままちづくり公社

180 とみおかプラス

181 ならはみらい

182 広野町振興公社

教育・研究機関

155 (国研)国立環境研究所

156 (国研)産業技術総合研究所

157
(国研)農業・食品技術総合研究機構
農業環境研究部門

158 福島学院大学

１５9 福島工業高等専門学校

産業界

151 (株)リビングロボット

152 (株)レゾナック

153 六洋電気(株)

154 (株)ロボデックス

⚫ 2月7日時点の加入者は229者になります。



プラットフォーム加入状況について

４

個人

１８８ 飯塚修(スターバックスコーヒージャパン（株）)

１８９ 井出 茂（小松屋旅館）

１９０ 江頭 信一郎(環境管理センター)

１９１ 大川 泰一郎(東京農工大学)

１９2 大場 真(東北工業大学)

１９３ 岡野 悠太郎(東北大学博士後期課程)

１94 小沢 晴司(宮城大学)

１95 小野寺恭子(インアウトバウンド仙台・松島)

１96 河村 和徳(東北大学)

１97 國武 悠人(NEKIアドバイザリー)

１98 木場 和義(地球温暖化防止全国ネット)

１99 小林正明（（一財）環境イノベーション情報機構）

200 齋藤拓也(弁理士・正林国際特許商標事務所)

201 城土 裕（（公社）日本技術士会）

202 ⼤楽 聡詞(フリーアナウンサー)

203 高橋 賢一(IHI)

204 田川 寛之(福島学院大学)

205 竹谷 帆野波(三井住友信託銀行)

206 千葉 敏雄(医師・順天堂大学)

207 千葉 深香

208 津村 紀之(三井住友信託銀行)

２０９ 土肥 良一(芙蓉総合リース)

210 永井 祐二(早稲田大学)

211 中野 和典(日本大学)

212 中橋篤(姫宮VIGサービス合同会社)

個人

213 花田 真一(弘前大学)

214 平山 賢太郎(筑波大学)

215 廣木 雅史(京都大学)

216 増野 晶⼦(富士通)

217 真次 成昌(ノーリツ)

218 万福 裕造(農研機構)

219 三原 雄一(富士通)

２２０ 宮澤大喜(JapanCor)

２２１ 宮藤 久士(京都府立大学)

２２２ 村谷 正之(沖電気工業)

２２３ 森 禎行（ヤフー）

２２４ 森本英香（早稲田大学）

2２5 柳川玄永(三菱総合研究所)

2２６ 山田 桂一郎(JTIC.SWISS)

２２７ 米山 昌幸(獨協大学)

228 渡邉 明

229 亘 秀明(ノーリツ)

※掲載順は五十音順となっておりますので、ご了承ください。
※青字は、令和６年10月１日の総会以降に本プラットフォームへご加入された方々です。

金融

１８３ あいおいニッセイ同和損害保険(株)

１８４ あぶくま信用金庫

185 (株)七十七銀行

186 (株)東邦銀行

187 野村證券(株) 福島支店

⚫ 2月7日時点の加入者は229者になります。



未来志向PJ新ワーキング説明資料（廃棄物）
株式会社ライクス 20241220
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環境省未来志向PJと新ワーキング：脱炭素×廃棄物とは

個別WG（廃棄物）設立の背景・目的

被災12市町村を中心に復興加速と持続可能な社会づくりの両輪推進を視野に、地域資源を最大限活用した

地域循環共生圏の実現に向けて、「廃棄物」の利活用をテーマ・切り口にした新ワーキングを設立。

浜通り自治体が抱える課題や社会全体の課題からくる廃棄物の利活用アプローチを議論。

浜通り課題 例：家屋解体資材、除去土壌、アスファルト欠損、排気ガス由来のＣｏ２吸収・回収 など

社会全体課題例：農業残渣、木くず、繊維くず、醸造くず、紙くず、廃プラ・ガラス・金属、太陽光パネル など

０１

０2

０3

廃棄物の可能性を材料・バイオ工学の概念を取り入れながら物質、材料、構造体及びその他多様性に対して

現代に適したアプローチを議論し、マテリアル・ケミカル商品開発等の立案に繋げる。

脱炭素技術（廃棄物利用）を活用した生活必需品や施設へ導入できる新アイテム開発を目指し
生活導線に存在する多くのアイテムや必需品の脱炭素化を実現化。



１．廃棄物の資源・原料化、減容化、燃料化などをテーマと
して議論を進める。

２．テーマで議論された内容を業態に落とし込み、
    実用可能性の議論を進める。

３．実現可能性を高める４つの視点を加味した議論を進め、
5Ｗ1Hを整理して、モデル事業をビルドする。

【視点整理】
〇マネージメント…目標設定、人材育成、チームビルド
〇サービス …社会奉仕、価値優位性
〇コーチング …社会実装伴走、主体的行動原理
〇マーケティング…市場創造、需給情報把握、価値最大化

１ｓｔステップ（R７年２月から４月） ２ndステップ（R７年5月から９月） 3rdステップ（R７年１０月からR８年１月）

■脱炭素技術情報共有
〇参画企業技術プレゼン

■脱炭素技術活用事例紹介
〇各社：実施事例紹介
〇取扱い廃棄物の確認

■ターゲット補助金及び自走モデル検証
〇デコ活を活用したモデル事業考察
〇自走化に向けた議論開始
〇検討テーマブレスト

■検討テーマ案
〇防災→ＣO２・メタン吸収材活用
〇農業→廃棄米活用、コンポスト活用
〇メディア→廃棄紙活用、バイオごみ袋広告活用
〇輸送→脱炭素ロジ用品開発
〇推進観光→サービス連携インセンティブ検証

■技術交流・展示会実施検討
〇福島県浜通り開催
→浪江町工業団地候補地
〇福島県中通り開催
→福島市工業団地候補地

■カーボンクレジット検証
〇ＣＯ２排出権の現状把握・検証

■モデル事業の申請・予算化
〇補助金・研究費への申請
〇自走化に向けたデジタルマーケティング

■脱炭素事業への理解醸成プロモーション
〇教育機関への情報提供
〇脱炭素商品の製作体験
〇カーボンクレジットの理解

【事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

環境省未来志向PJ 脱炭素場×廃棄物WG マトリクス図



復興庁ご報告
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13 Proposal Template



14 Proposal Template



15 Proposal Template



16 Proposal Template



17 Proposal Template
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環境省ご挨拶
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令和6年度第2回「脱炭素×復興まちづくりプラットフォーム」総会

二次元コードがうまく読み取れない方は、事務局にお申しつけください

21

～出席者アンケート～

第2部にご参加されない方のみ、ご回答ください



休憩
※13時45分まで会場にお戻りください※

22



基調講演
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浪江水素ステーション



自己紹介

前司 昭博 ※浪江町生まれ、育ち、現在在住

【名字】前司 【読み】ぜんじ【全国人数】 およそ100人

株式会社伊達重機（浪江水素ステーション） 代表取締役

株式会社浪江商事 代表取締役

【地域団体】

浪江町商工会青年部、浪江町消防団、富岡ロータリークラブ

【地域団体経歴】

一般社団法人浪江青年会議所 ２０１９年理事長

浪江町商工会青年部 ２０２１～２０２２年部長
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なぜ、原発事故収束に入ったか

取引先の顔の見える人との繋がり

原発は昔から地域経済を支えていた

避難して、ＴＶを見て、

皆が帰りたいと言った

自分のできる力があった。

郷土愛があった（地域団体で学ぶ）
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会社所在地移転

２０１１年 浪江町

↓

２０１１年 川俣町

↓

２０１１年 いわき市

↓

２０１２年 楢葉町

↓

２０１７年 富岡町



住居移動

２０１１年 浪江町

２０１１年 川俣町

２０１１年 楢葉町

２０１１年 いわき市①

２０１１年 いわき市②

２０１７年 富岡町

２０１９年 浪江町



震災当時の地域活動



浪江焼麺太国＜浪江町商工会青年部＞
（なみえ焼そば）
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なみえ焼そばで出店した時の
風評被害（実害）

安全なものを提供していたが、

福島のものは食べられないと聞こえるように言われる

他

福島の桃がサービスエリアで捨てられる

視点の違い

浪江町→双葉郡→浜通り→福島県→東北地方→東日本



その他の風評被害

避難者への差別

「避難者は帰れ！」と書かれる

車へのいたずら

給油拒否

学校でこどもがいじめられ、お金を巻き上げられる

生産物への被害

物が売れない

買い叩かれる



浪江焼麺太国の活動歴

２００８年 設立

２０１１年 東日本大震災

町民の絆を繋ぐために活動

風評被害の払拭

震災風化の防止

まちのこし

２０１３年 Ｂ－１グランプリでゴールドグランプリ

２０１７年 浪江町避難一部解除で、

アンテナショップオープン



環境省様との出会い

第1回「FUKUSHIMA NEXT」表彰制度

奨励賞 前司昭博（浪江町商工会青年部 部長）

浪江町産玉ねぎを使用した料理の開発を通じた風評払拭と浪江
町への地域貢献

第2回「FUKUSHIMA NEXT」表彰制度

特別賞 前司昭博（株式会社伊達重機 代表取締役）

相双地区初となる定置式商用水素ステーションを開業。FH2Rか
らの再生可能エネルギーから作られる水素供給により、水素エ
ネルギーの地産地消を行っている。



株式会社伊達重機

住 所：福島県双葉郡浪江町大字酒田字上原18-7

創 業：１９８５年４月

営業内容：クレーンリース、一般貨物運送事業、

カーリース、ビジネスホテル業

売上高：１８億円

社員数：６７名

きっかけ：社長がＪＣＩでＳＤＧｓを学ぶ

ＳＤＧｓへの取り組みたい

今後、重機は電気でなく水素

ＦＨ２Ｒの立地、浪江町水素タウン構想に賛同

地元企業で誰も手をあげない



浪江水素ステーション

※当水素ステーションは、日本水素ステーションネットワーク合同会社（JHyM）との共同事業です

住 所：福島県双葉郡浪江町大字川添字上加倉67-1

水素供給設備 水素供給能力：中規模

供給方式：オフサイト

敷地面積：１，５２０㎥

事業開始日：２０２２年１２月１２日

営 業 日：日曜日・祝日を除く

                   （自社カレンダーによる）

ステーション機器メーカー：岩谷産業株式会社

水素仕入先：株式会社巴商会、ＮＥＤＯ



特徴

・併設でなく、単独設置。

・ＦＨ２Ｒからグリーン水素を仕入れて提供している。

弊社 浪江町役場 ＮＥＤＯ

市場を壊さないため、仕入単価は市場相場

・ＦＨ２Ｒが立地する、浪江町が水素タウン構想を掲げている
ため、水素関連（実証事業、視察）が活発

・浪江町では、居住人口２，０００人で、ＦＣＶが約７０台が
走っている（弊社ＦＣＶリース５０台含む）



供給状況＆収支

口頭説明



問題点

販 売 車が少ない、増えない

仕 入 水素代が下がらない

仕入れ先が遠い

点検整備 定期点検費用が高い

定期点検で２週間ストップする

故障個所によるが修理まで２週間かかる場合がある

社 員 高圧ガスの資格が特殊で所有者が少ない



自立した経営を目指して

運搬費を圧縮するために、
トレーラーを購入し、自社
で運搬

（２０２３年７月）



その他取組①
オープン前に、中古のオリパラ仕様
ミライを５０台購入し、事業者向け
にカーリース。

（２０２２年１月）

事業者、地域住

民向けに３０分

無料試乗。

（オープンから）



その他取組②

浪江町他近隣市町村のイベント
にてブース出展。

ＦＣＶ展示とチラシ配布

（随時）

イベント主催で、浪江町様とト
ヨタ自動車様と連携して、水素
電源車から会場へ電気を供給。

（随時）



その他取組③

浪江町内で行われる実証実験に保安管理やガス取扱で業務委託
を受注する

【ＮＥＤＯ実証】

福島水素充填技術研究センターの保安・運用業務の委託

（２０２３年７月）

【浪江町実証】

浪江水素サプライチェーン実証運用

（２０２３年９月）



【ＮＥＤＯ実証】

福島水素充填技術研究センターの保安・運用業務の委託

（２０２４年４月）

【環境省実証】

水素民生・産業利用サプライチェーン構築及び需給調整実証事
業

（２０２４年１０月）

既存のインフラを活用した水素供給低コスト化に向けたモデル
構築・実証事業

（２０２４年１２月）



その他取組④

短期のビジネス・観光向けに
浪江駅前でＦＣＶレンタカー
を開始。水素の町をＰＲする
ために、駅前駐車場に常時Ｆ
ＣＶを展示予定。

（２０２３年９月）



その他取組⑤

ご当地ヒーロー企画で、水
素について理解を深める活
動の実施。

（２０２１年１１月）



その他取組⑥

福島県水素ステーション連絡協議会設立

（２０２４年３月）

正会員 根本通商株式会社

ふくしまハイドロサプライ株式会社

佐藤燃料株式会社

株式会社伊達重機

賛助・特別会員 福島県、他３８会員



（目 的）

第３条

本会は、福島県の水素社会実現の一助とすることを目的とする
とともに、その目的に資するため、次の事業を行う。

水素ステーションの情報提供

催事等での水素ステーションＰＲ

水素関連実証実験等への協力

人材育成

先進地視察

行政への政策提言（保安業務及び補助支援制度等）

前各号に付帯する一切の業務



浪江町

※浪江町出典



今後の戦略①
水素ステーション事業としては、車が増えないことにはどうにもな
らず、水素単価の低下も難しい。

トレーラー、カードルを購入し、運送事業。

有資格者を増やし、保安管理者を派遣。（駅前開発、Ｆ―ＲＥＩ）

水素事業全体で黒字化、利益を出す。

水素製造は、ＦＨ２Ｒがグリーン水素なので求めない。

水素ステーションの電力を再エネ１００％にする。

水素ステーション水素供給を車だけでなく、ドローンや住宅へ。

視察や取材が多く、直接の売上に繋がることを考える（水素ステー
ション敷地内はFCV以外乗り入れ禁止で、レンタカー。）





今後の戦略②
水素ホテル（浪江水素ステーションから供給）

水素バーナーを使った飲食店

・除染した土地でつくられたものを提供

・ご当地グルメの提供

・失われそうな郷土料理の継承

・地産地消



脱炭素✕復興まちづくりプラットフォー
ムの皆様へ

被災12市町村等において、脱炭素と復興の両立するためには、

・業務車をFCVにしてください。

・地元の人を雇用してください。

・地元に住んでください。

・地元企業を使ってください。（商工会所属事業所等）

・実証構造物を建設してから、地元に協力を依頼するのではな
く、建設する所から依頼してください。（被災12市町村の企業
で活発なのは建設業関連です。）



最後に

被災地の人間として、夢は復興です。

もう元には戻りません。

今あるのは、目の前にいる人たちと、

脱炭素を通して、最先端の魅力あふれる

ふるさとにすることが夢です。

今後とも宜しくお願いいたします。



全体ディスカッション
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①脱炭素×観光による地域振興WG
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②脱炭素物流検討WG
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脱炭素物流検討ワーキンググループ

次年度目標

◼ 物流課題解決方策（案）の再検討の後、自治体へのヒアリング/意見照会を行い、方策ごとに実施す

る際の課題、メリット・デメリットを整理する。

課題の整理については関連する法規制の情報が必要となり、事務局と連携した調査を行う。

実証に向けては興味関心が高い事業者の情報が必要となり、地域の事業者や他ＷＧの動向等の

情報収集を行う。

次年度計画

4-5月：

脱炭素物流WGのPF成果物案（イメージ）、 R7全体スケジュール案作成。

課題整理（事務局への調査依頼）、他のWGの連携案・打診。第1回WG開催。

6-7月：他のWGとの情報交換。自治体ヒアリング実施。

8-10月：調査結果、自治体ヒアリングに基づく検討。PF成果案のブラッシュアップ。第2回WG開催。

11-12月：フォローアップ。成果物案の最終化。

1-2月：第3回WG開催。

＊実証を検討する場合は、参加メンバーとの連携、情報交換も必要となることから4-5月に計画を再検討予

定。



脱炭素物流検討ワーキンググループ

課題

解決方策を検討する際に人口や事業者数の回復

状況に依存することから、地域の最新の情報が必

要。

対応仮説・支援を期待すること

2024年度はヒアリングによってお伺いすることができたが、

ただし、ヒアリングが地域の負担になっていないか懸念。他

WGのヒアリング結果など関連する最新情報があれば共有

していただきたい。

事業者の物流について、ヒアリングによって大きな流

れは確認できたが、事業者数、位置、業種、配送

径路、物量などの基本的な情報が不足。

地域の事業者に関する情報を事務局へ確認し、無

い場合は物量を推測する等の対応を検討する。

WGの方針として自治体や地域を中心とした解決

方策を検討しているが、自治体へ提示するメリット

が小さく意義を感じてもらえない。

地域課題の同時解決、脱炭素関連で利用可能な

補助金など、自治体のメリットとなりうる情報を収集

する。



③帰還困難区域での脱炭素化事業検討WG
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帰還困難区域での脱炭素化事業検討WG

次年度目標(案)

（帰還困難区域を対象として）

〇短期的視点 ：小さいことでも、“初手として”実現できそうな活動への挑戦(気運づくりと共に)

〇中長期的視点 ：地域の振興・発展に向けた、将来の土地活用に関するロードマップ(案)のとりまとめ

次年度計画(案)

春

・検討アイディアの整理

・現地視察（検討の参考となる他事例の視察・ディスカッション）

・夏の「初手イベント」に向けた実施計画の作成（役割分担、タスクリスト作成など）

夏

・地元関係者への相談・調整

・小さいことでも、“初手として”実現できそうな活動への挑戦 ※再掲

・他WGとの意見交換会の開催

秋
・検討における前提条件の整理（帰還困難区域内の状況整理、図示による見える化、他）

・帰還困難区域の活用アイディアの検討

冬 ・ロードマップ(案)の検討・とりまとめ



課題 対応仮説・支援を期待すること

帰還困難区域での脱炭素化事業検討WG

現地視察・他事例視察を通した

帰還困難区域の活用アイディアの検討

適当な視察対象地の選定アドバイス

既往の関連情報の把握・共有

相談先の選定アドバイス・調整方法

地元自治体との意見交換の場の設置

視察手配の簡便化、費用負担の軽減方法

地元関係者の方への相談・調整

（タイミング、方法、留意事項）



ドジョウのつぶやき＠福島【環境省公式】
X、Instagram はじめました！

本アカウントは、福島の環境再生を進めていくとともに、「福島の今」を伝えたいという

思いから立ち上げた、環境省の公式アカウントです！
※本アカウントの名前は、福島県飯舘村長泥地区での環境回復につれてドジョウが戻ってきたことと、環境省で行っている除染で発生した土壌
に関する業務を由来としております。

InstagramX

ドジョウのつぶやき＠福島
【環境省公式】

@dojyosaisei

ぜひフォローをお願いします！



④ネイチャーポジティブによるコベネフィット検討WG
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⑤脱炭素×農業WG
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脱炭素×農業WG

次年度目標

◼ 未利用バイオマス資源を活用した新たな農業用資材の開発とそれらを活用した実証試験を通

じ、脱炭素型農業を推進すること

◼ 脱炭素型農業を通じて特色ある食料生産を実現し、被災12市町村の産業振興と復興の一

助となること

◼ 脱炭素型農業の成果を福島県内外に発信し、農業分野における脱炭素や資源循環のモデル

となること

次年度計画

4~5月：本WGの実証実験に活用可能な拠点の洗い出し

  5~6月：実証試験に活用する資材（生分解性育苗ポット、生分解性マルチフィルム等）の選

定

  6~9月：実証試験の実施

9~12月：出前授業による脱炭素×農業の普及啓発

1~3月：実証試験の振り返りと脱炭素×農業WGの会合の実施

※生分解性の育苗ポットの脱炭素化効果/省人化効果についての理解を深めてもらうことを目的に、東海化成株式会社と共同して南会津高校、福島明成高校において出前

授業を行う予定です（三菱ケミカルグループ株式会社）

※えこえね南相馬研究機構の髙橋様に協力頂いて、南相馬市等において脱炭素×農業に興味を持って下さる事業者の方々に対し、ヒアリング調査を実施予定です



脱炭素×農業WG

課題

✓ 脱炭素よりも経済性が重視されること

対応仮説・支援を期待すること

国や自治体からの支援（補助金等）

✓ 脱炭素×農業を目指す取り組みがCSRの域を出

ないと思われがちなこと

国や自治体に脱炭素化効果のある農業用資材

等を積極的に活用してもらうことで、ファーストムー

バーを支援する

✓ 生分解性のマルチフィルムや育苗ポットのの脱炭

素化効果/省人化効果についての理解が十分で

ないこと

国や自治体に脱炭素化効果のある農業用資材

等を積極的に活用してもらい、同時にLCAの評価

を行うこと

✓ WG活動の大半が参画企業の手弁当

✓ 再生可能なエネルギーであるバイオガスについての

理解が十分でないこと

国や自治体にバイオガスを積極的に活用してもら

い、同時にLCAの評価を行うこと

国や自治体からの支援（補助金等）



⑥脱炭素建築×復興まちづくりWG
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脱炭素建築×復興まちづくりWG

次年度目標

◼ 課題に対する各団体からの提言を取り纏め、自治体への提案を行う

まちづくりにはプロジェクトの情報収集が必要であり、自治体WGと連携を強化する。

また、立地推進協議会等、ヒアリング対象を拡げてニーズを確認する。

次年度計画

4~6月：課題に対する提案につき、WG内で案出し～議論～取りまとめ

7~12月：各所への提案、並びに反応を受けての再検討～再提案

4月~：並行してヒアリング対象拡大、プロジェクトに対する個別提案



脱炭素建築×復興まちづくりWG

課題

ニーズありきのWGであるが、本WGへ相談を

いただけていない

対応仮説・支援を期待すること

自治体内での認知が不足？

紹介されていない？紹介したけど魅力がない？

⇒まちづくり関連の部署等にも認識いただきたい

現在は自治体主体のプロジェクトが少ない

民間含め、小規模でも計画はあるはず。

⇒地元企業や民間企業に対しても認知が必要。

ギャップがあればヒアリングし、修正したい。

※WGへのゲスト参加等も含め

興味ある企業様の参加をお待ちしています。

提案の内容・規模によっては一自治体のみならず

広域で取り組んだ方が良いケースもある

県や自治体WG等を活用した広域連携、

イノベーションコースト構想・移住支援センター等との

コラボレーション



➆地域還元型電源開発WG
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地域還元型電源開発WG

地域還元型電源開発WGでは

発電事業が地域に還元される仕組みづくりを検討しています

概要

これまでの

取組

目指す姿

◼ 風力、太陽光、小水力等の発電事業の諸課題に対する地元自治体や地元住民等の地域に還元される

仕組みづくりの検討を行う

◼ 枠組み検討を推進すべく、地域金融機関、建設事業者、電気事業者等をメンバーに迎えた

◼ プラットフォーム参加自治体に対して、事業案に対する課題感・ニーズのヒアリングを実施した

• 自営線設置によるPPA等を通じた再エネ地産地消の推進
→既存の再エネ施設を活用することは可能であるが、地域に裨益する地産地消のためには需要規模の観点からも
広域連携が肝要である

• 営農型太陽光発電の導入

→営農型ソーラーシェアリングの導入を検討するに当たり、有望な栽培作物を知りたい
• バイオマス等の地域資源を利用した発電事業

→間伐材の活用による木質バイオマスに関心を持っているが、収益性の確保を懸念している

◼ 広域連携も見据えた地域電源の創出

◼ 持続可能な地域電源開発に向けて、収益性の向上及び地域へ裨益する仕組みの構築
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⑧脱炭素燃料WG
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脱炭素燃料WG

脱炭素燃料WGでは

バイオ燃料・水素を活用した燃料供給・利活用による事業化を目指しています

概要

これまでの

取組

目指す姿

◼ バイオ燃料・水素を活用した燃料供給・利活用による事業化を目指して、

地域の未利用資源（農業・畜産業残渣や廃棄物など）や水素などを、

最新技術により脱炭素燃料に変換するサプライチェーンの構築を目指すためのビジネスモデルを検討する

◼ 枠組み検討を推進すべく、燃料事業者、運航事業者、電気事業者等をメンバーに迎えた

◼ 航空機燃料としてSAF導入を検討すべく、サプライチェーン構築に向けた検討に着手（R4）
◼ グリーン水素を活用した脱炭素化をテーマに設定（R4）
◼ 脱炭素燃料の利活用を検討している福島の地域自治体に対して、事業案に対する課題感・ニーズのヒアリングを実施した

（R5）
• 水素・CO2を活用したカーボンリサイクル燃料の製造・利活用

→水素サプライチェーンの構築に当たり、価格競争力・供給安定性の強化が必要である
• 運輸・産業部門に対する燃料としての水素利活用

→水素需要の拡大に向けて、産業部門・運輸部門におけるニーズを確認したい
→RE100化を目指す産業団地において水素利活用が推進できるような環境構築が必要である

◼ 水素に係る浜通り地域周辺での需要家特定及び県外からの需要家誘致の進展

◼ 需要サイド・供給サイドともに各脱炭素燃料のキープレイヤーを特定し、サプライチェーン構築に向けた本格的な取組に着手できて

いる状態

◼ 地域課題である「雑草」を資源に燃料を作るような発想で課題解決と脱炭素燃料の創出を同時実現する
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ドジョウのつぶやき＠福島【環境省公式】
X、Instagram はじめました！

本アカウントは、福島の環境再生を進めていくとともに、「福島の今」を伝えたいという

思いから立ち上げた、環境省の公式アカウントです！
※本アカウントの名前は、福島県飯舘村長泥地区での環境回復につれてドジョウが戻ってきたことと、環境省で行っている除染で発生した土壌
に関する業務を由来としております。

InstagramX

ドジョウのつぶやき＠福島
【環境省公式】

@dojyosaisei

ぜひフォローをお願いします！



閉会ご挨拶
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参加者アンケート
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令和6年度第2回「脱炭素×復興まちづくりプラットフォーム」総会

～出席者アンケート～

二次元コードがうまく読み取れない方は、事務局にお申しつけください
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